
吉
田
議
員

桜
井
市
が
全
額
出
資
を

す
る
桜
井
市
清
掃
公
社
は
、

昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
た

公
益
財
団
法
人
（
現
在
は

一
般
財
団
法
人
）
で
市
か

ら
、
し
尿
収
集
、
浄
化
槽
の

清
掃
業
務
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
の
ご
み
焼
却
炉
か
ら
排

出
さ
れ
る
焼
却
灰
の
大
阪

湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

へ
の
運
搬
を
受
託
し
て
、

市
か
ら
支
払
わ
れ
る
委
託

料
で
運
営
を
し
て
い
る
。

公
社
が
設
立
さ
れ
て
46

年
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
市

か
ら
の
受
託
業
務
の
規
模

が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。

市
長
に
、
平
成
19
年
度
と

平
成
28
年
度
の
く
み
取
り

戸
数
、
く
み
取
り
人
口
、

浄
化
槽
基
数
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
へ
の
焼
却
灰
の
搬
入
量

を
尋
ね
た
い
。

松
井
市
長

清
掃
公
社
設
立
当
初
は

一
般
し
尿
く
み
取
り
が
主

で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
公

共
下
水
道
事
業
の
普
及
に

伴
い
、
一
般
し
尿
く
み
取

り
戸
数
及
び
人
数
が
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。（
以
下
、
平
成
19
年
度

と
平
成
28
年
度
の
業
務
状

況
は
表
の
通
り
）

減
少
幅
は
、
平
成
19
年

度
と
平
成
28
年
度
で
比
較

し
ま
す
と
、
し
尿
く
み
取

り
戸
数
は
年
間
延
べ
２
，

２
５
４
戸
の
減
少
、
し
尿
く

み
取
り
人
口
は
年
間
延
べ

３
万
６
，３
４
５
人
の
減
少
、

浄
化
槽
基
数
は
年
間
延
べ

１
２
３
基
の
減
少
、
ご
み
焼

却
灰
等
運
搬
量
は
年
間
延

べ
６
５
０
ト
ン
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

吉
田
議
員

清
掃
公
社
の
経
営
状
況

説
明
書
で
は
平
成
28
年
度

の
事
業
収
入
で
あ
る
、
し

尿
収
集
等
受
託
収
益
、
焼

却
灰
運
搬
受
託
収
益
な
ど
、

合
計
１
億
６
，１
６
５
万
６
，

１
５
６
円
の
経
常
収
益
か

ら
事
業
費
や
管
理
費
な
ど

の
経
常
費
用
１
億
６
，１
６

５
万
３
５
６
円
を
差
し
引

き
す
る
と
（
職
員
数
が
昨

年
よ
り
3
名
減
に
も
か
か

わ
ら
ず
）
わ
ず
か
５
，８
０

０
円
の
黒
字
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
今
年
度

以
降
、
事
業
収
入
の
減
少

で
公
社
の
慢
性
的
な
赤
字

が
予
想
さ
れ
る
が
。

松
井
市
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

一
般
し
尿
く
み
取
り
の
減

少
、
浄
化
槽
基
数
の
横
ば

い
、
ご
み
焼
却
灰
運
搬
量

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

市
民
生
活
の
利
便
性
、
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
清
掃
公
社
の
存
在
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
さ
ら
に
収
益

の
増
加
及
び
経
費
節
減
等

に
よ
り
、
経
営
の
安
定
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

吉
田
議
員

昨
年
度
の
決
算
書
に
は

１
，４
２
５
万
６
，０
０
０
円

を
か
け
て
、
焼
却
灰
を
運

ぶ
大
型
10
ト
ン
ダ
ン
プ
を

購
入
し
て
古
い
ダ
ン
プ
を

下
取
り
に
出
し
て
い
な
い
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
へ
搬
入
さ

れ
る

焼

却
灰
が

減
少
し

て
い

る

も
と
で
、

１
，
４
０

０
万
円
以
上
も
か
け
て
10

ト
ン
ダ
ン
プ
を
２
台
も
所

有
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
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大
雨
や
土
砂
災
害
に
よ

る
被
災
者
の
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

桜
井
市
の
第
二
回
定
例

会
（
六
月
議
会
）
が
、
六

月
八
日
～
二
三
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
吉
田
た
だ

お
議
員
は
十
五
日
の
一
般

質
問
で
「
桜
井
市
清
掃
公

社
」
に
つ
い
て
、
松
井
市

長
に
質
問
し
ま
し
た
。

現
庁
舎
は
１
９
６
７（
昭
和
42
）

年
に
建
設
を
さ
れ
て
か
ら
48
年
が

経
過
し
、
耐
震
強
度
の
不
足
、
老

朽
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
た
び
新
し
く
庁
舎
の

建
て
替
え
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

市
議
会
も
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
全
議
員
で
構
成
す
る
新
庁
舎

建
設
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
吉

田
忠
雄
）を
設
置
し
、市
民
の
み
な

さ
ん
が
、
安
全
・
安
心
し
て
、
快
適

に
利
用
で
き
る
施
設
に
す
る
た
め

に
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
検
討

や
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
６
回
の
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、７
月
１
４
日
に
は
、

今
年
の
5
月
に
新
庁
舎
が
完
成

し
た
徳
島
県
阿
南
市
（
日
帰
り
）へ

の
視
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

阿
南
市
役
所
は
、
全
体
の
建

物
の
特
徴
と
し
て
免
震
構
造
を

採
用
・
庁
舎
内
へ
の
浸
水
を
防

ぐ
パ
ネ
ル
を
設
置
・
防
災
拠
点

と
災
害
時
の
避
難
場
所
の
活
用
・

全
館
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

公
共
下
水
の
普
及
で
し
尿
汲
み
取
り

量
や
浄
化
槽
基
数
の
減
少
は
明
ら
か

こ
の
ま
ま
で
は

慢
性
的
な
赤
字

が
予
想
さ
れ
る

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
・

安
心
、
快
適
に
利
用
で
き

る
新
庁
舎
へ

吉
田
た
だ
お
議
員
を

市
庁
舎
建
設
委
員
長
に
選
出

桜井市新庁舎建設

特別委員会設置される
汲み取り
戸数（戸）

汲み取り
人口（人）

浄化槽
基数（基）

焼却灰の
搬入量（トン）

Ｈ１９年度 32,055 73,828 4,891 1,711

Ｈ２８年度 29,801 37,483 4,768 1,061

Ｈ28／Ｈ19 93％ 51％ 97％ 62％

建替が予定されている桜井市役所

新
し
い
大
型
車

両
の
購
入
は
経

営
圧
迫



 

ま
た
、
今
年
度
の
予
算

書
で
は
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
、

バ
イ
ク
の
購
入
に
８
０
０

万
円
の
予
算
が
つ
い
て
い

る
。
今
年
度
以
降
、
清
掃

公
社
の
経
営
が
赤
字
に
転

落
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
が
、
車
両
の
減
価
償
却

期
限
が
来
て
も
、
大
型
車

両
に
つ
い
て
は
現
車
両
の

使
用
を
引
き
延
ば
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。
バ
キ
ュ
ー

ム
車
も
購
入
し
て
い
な
け

れ
ば
、
延
ば
し
て
使
用
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

今
年
度
予
算
で
は
減
価

償
却
費
が
大
型
車
両
の
購

入
に
よ
り
、
昨
年
比
で
３

７
５
万
円
も
増
え
て
い
る
。

こ
れ
も
公
社
の
経
営
を
圧

迫
し
、
市
か
ら
の
委
託
料

が
増
え
る
こ
と
に
な
ら
な

い
の
か
。

松
井
市
長

大
型
ダ
ン
プ
車
購
入
に

つ
い
て
は
今
年
３
月
に
納

車
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
古
い
大
型
車
両
に
つ

い
て
は
早
急
に
売
却
の
手

続
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
つ
い
て

は
、
タ
ン
ク
に
し
尿
を
積

載
す
る
の
で
、
タ
ン
ク
自

体
が
酸
化
し
て
さ
び
や
す

く
腐
食
し
て
い
く
。
経
営

の
維
持
の
た
め
に
も
、
耐

用
年
数
の
経
過
に
伴
う
買

い
替
え
等
に
よ
り
、
現
状

の
車
両
台
数
確
保
に
努
め

て
い
る
。

吉
田
議
員

今
後
、
事
業
規
模
に
合

わ
せ
て
職
員
数
や
車
両
を

配
置
し
、
経
費
を
抑
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

松
井
市
長

今
回
の
議
員
と
の
議
論

を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
、
職

員
の
意
識
改
革
も
含
め
、

公
社
の
あ
り
方
を
も
う
一

度
見
詰
め
直
し
、
さ
ら
な

る
経
営
の
安
定
化
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

政
府
は
、
国
保
制
度
を

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障

か
ら
「
自
立
・
自
助
」
の
制

度
に
変
え
る
た
め
、
国
保

の
運
営
を
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
市
区
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
す
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
保
険

料
・
税
の
引
き
上
げ
や
市

区
町
村
独
自
で
実
施
し
て

い
た
「
減
免
」
や
「
補
助
」

な
ど
の
制
度
の
廃
止
、
縮

小
、
さ
ら
に
は
よ
り
厳
し

い
徴
収
取
り
立
て
、
保
険

証
の
取
り
上
げ
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

国
保
は
自
営
業
者
や
年

金
生
活
者
、
低
所
得
者
、

最
近
で
は
、
非
正
規
労
働

者
世
帯
な
ど
の
加
入
者
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
財

政
難
の
原
因
は
、
国
保
の

総
会
計
に
し
め
る
国
庫
支

出
の
割
合
が
、
２
０
１
１
年

度
は
24
・
8
％
へ
と
半
減

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

加
入
者
の
所
得
が
下
が
っ

て
い
る
の
に
、
国
の
負
担

が
減
ら
さ
れ
た
だ
け
保
険

料
が
値
上
げ
さ
れ
、
払
え

な
い
加
入
者
が
増
え
た
分

が
さ
ら
に
保
険
料
値
上
げ

に
転
嫁
さ
れ
る
―
こ
の
国

保
の
構
造
的
な
行
き
詰
ま

り
は
、「
都
道
府
県
化
」
で

は
悪
化
は
し
て
も
改
善
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
は
国

保

加

入

者

の
助
け
合
い

で

解

決

す

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
制
度
と
し
て
国
の
財

政
支
援
を
さ
ら
に
も
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
国
保

の
構
造
的
な
行
き
詰
ま
り

を
打
開
す
る
に
は
、
何
よ

り
も
国
負
担
の
回
復
で

“払
え
る
国
保
料
”に
す
る

こ
と
で
す
。
急
激
な
収
入

減
に
陥
っ
た
人
に
加
え
て

恒
常
的
な
低
所
得
者
を
対

象
に
加
え
る
な
ど
法
定
減

免
の
拡
充
も
必
要
で
す
。
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（
表
面
か
ら
つ
づ
く
）

7
月
7
日
国
連
で
、
核
兵
器
禁

止
条
約
が
国
連
加
盟
国
の
3
分
の

2
の
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
桜
井
市
で
も
市
民
団
体
が
市

役
所
を
は
じ
め
数
カ
所
で
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
お
願
い
を

し
て
５
０
０
筆
以
上
の
ご
協
力
を

頂
い
て
い
ま
す
。

今
回
採
択
さ
れ
た
条
約
は
、
核

兵
器
の
使
用
が
国
連
憲
章
、
国
際

法
、
国
際
人
道
法
に
照
ら
し
て
違

法
と
さ
れ
ま
し
た
。

実
験
・
生
産
・
製
造
・
取
得
、

保
有
貯
蔵
の
禁
止
、
移
転
の
禁
止
、

「
核
の
傘
」
に
入
る
こ
と
も
禁
止

で
す
。

今
後
の
核
廃
絶
へ
の
道
は
、
核

保
有
国
と
同
盟
国
で
核
廃
絶
を
求

め
る
世
論
を
多
数
に
し
て
、
条
約

の
締
結
を
求
め
る
運
動
を
進
め
る

こ
と
で
す
。

日
本
政
府
は
残
念
な
が
ら
参
加

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
日

本
政
府
が
ど
う
い
う
姿
勢
を
と
る

の
か
が
、
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
核

政
策
を
見
直
し
て
、
真
剣
に
条
約

参
加
の
道
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

（
吉
田
た
だ
お
議
員
談
）

草
の
根
の
取
り
組
み
が
世
界
を
動
か
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
を
歓
迎

生活相談は、どうぞこちらへ
桜井市市議会議員吉田ただお事務所
桜井市粟殿1029-5吉本ビル201

電話・FAX

４６－４９３０
必ず、電話し
てからお越し
下さい

職
員
の
意
識
改

革
含
め
あ
り
方

を

見

つ
め
直

す

核
兵
器
の
使
用
は
悪

「
核
の
傘
」入
る
の
も

禁
止

日
本
は
条
約
参
加
の
道
を

支
払
え
る
国
保
料
に

市役所内に核兵器禁止ポスター

掲示をお願いする（６月20日）

加
入
者
の
所
得
も

減
っ
て
い
る
の
に

清掃公社とバキューム車


